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本
会
で
は
「
と
も
し
び
基
金
」
を
は
じ

め
、「
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」「
か

な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」「
萬
谷
児
童

福
祉
基
金
」
を
設
置
し
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
特
に
12
月
は
、「
と
も
し
び
基
金
」
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
の
集
結
を
実
施
し
、

と
も
し
び
基
金
募
金
箱
の
設
置
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
公
衆
浴
場
・
ス
ー

パ
ー
・
病
院
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
・
Ｊ
Ａ
・

行
政
機
関
等
か
ら
寄
附
金
が
集
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
「
と
も
し
び
基
金
」
は
、
昭
和
52

年
の
創
設
以
来
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
育
て

ら
れ
、
平
成
25
年
11
月
末
現
在
、
約
23
億

４
百
万
円
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
基
金

原
資
と
し
て
積
み
立
て
、
そ
の
果
実
（
利

子
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
一
つ
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
当

事
者
グ
ル
ー
プ
、
市
町
村
と
も
し
び
運
動

推
進
組
織
等
が
行
う
支
え
合
い
や
地
域
で

の
つ
な
が
り
づ
く
り
等
を
目
的
と
し
た
活

動
へ
の
助
成
が
あ
り
、
本
年
度
は
12
月
ま

で
に
、
76
団
体
・
計
２
１
０
６
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
助
成
し
た
三
つ
の
組
織
・

グ
ル
ー
プ
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

当
事
者
と
の
さ
り
げ
な
い
出
会
い

　―
海
老
名
市
社
協

　

海
老
名
市
役
所
一
階
に
あ
る
喫
茶
室

『
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ぱ
れ
っ
と
』（
以
下
、

「
ぱ
れ
っ
と
」）
で
は
、
市
内
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
会
社
と
の
協
働
に
よ
る
、
バ
ラ
の
モ

チ
ー
フ
づ
く
り
や
秋
の
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

等
の
教
室
が
開
催
さ
れ
、
女
性
を
中
心
と

し
た
参
加
者
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

よ
り
多
く
の
人
が
、
ぱ
れ
っ
と
で
働
く
障

害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
と
出
会
い
、
関
心
を

持
ち
、
困
り
事
や
悩
み
を
知
る
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
と
、
海
老
名
市
社
協
と
ぱ

れ
っ
と
が
協
働
し
て
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
定
員
を
超
え
る
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
、
そ
の
数
は
延
べ
60
人
。「
誰
で

も
気
兼
ね
な
く
、
声
掛
け
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」と
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
本
会
で
開
催
し

て
い
る
ポ
ス
タ
ー・絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
【
関

連
記
事
１
・12
面
】に
応
募
し
た
子
ど
も

に
は
飲
み
物
券
を
配
布
す
る
等
、
家
族
で

来
店
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て

お
り
、
海
老
名
市
社
協
の
岩
澤
剛
さ
ん
は

「
社
協
と
ぱ
れ
っ
と
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
会

社
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
が
り
、
活
動

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

や
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
、日
本
中
が
歓
喜
に
わ
い
た
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
に
続
き
台
風
や
竜
巻
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す

る
支
援
や
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
な

ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
年
で
も
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
一
方
、少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
人
口
構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、年
金
・

医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
は
年
間
１
０
０
兆
円
を
超
え
る
水
準
に
達

し
て
お
り
、
国
で
は
、
全
て
の
国
民
世
代
の
暮
ら
し
を
支
え
る
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
に
向
け
た
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
や
地
域
の
環
境
、
経
済
構
造
等
の
変
容
に
よ
り
、
生
活
困
窮
、

社
会
的
孤
立
等
、
既
存
の
制
度
の
枠
組
み
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
新

た
な
福
祉
・
生
活
課
題
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

の
成
立
な
ど
、
支
援
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
会
と
し
て
も
、
新
た
な
制
度
の
確
立
を
視
野
に
、
社
会
福
祉
関
係
者
の
使

命
や
役
割
等
の
再
確
認
と
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
、
要
支
援
者
に
対

す
る
総
合
的
な
生
活
相
談
支
援
「
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
着
実

に
推
進
し
、複
雑
多
様
化
す
る
課
題
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
第
一

線
で
活
動
を
実
践
さ
れ
る
法
人
や
福
祉
施
設
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
保
護
司
、

市
町
村
社
協
、
関
連
諸
団
体
等
と
の
連
携
・
協
働
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

　
　篠
原

　正
治

県社協の
　　ひろば

年
頭
の
ご
挨
拶

支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

―
と
も
し
び
基
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み
か
ら
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の
幅
が
広
が
っ
た
。
さ
り
げ
な
い
出
会
い

の
場
を
通
じ
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
り
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
の
地
域
の
居
場
所

　―
サ
タ
デ
ー
サ
ロ
ン
る
る

　
「
精
神
障
害
等
の
理
由
で
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
方
々
の
地
域
で
の
居
場
所
が

少
な
く
、新
し
い
受
け
皿
を
つ
く
り
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
横
浜
市
中
区
で
ス
タ
ー

ト
し
た『
サ
タ
デ
ー
サ
ロ
ン
る
る
』（
以
下
、

「
る
る
」）。〝
誰
も
が
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
〞

を
基
本
理
念
に
、
当
事
者
が
運
営
に
か
か

わ
り
、
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
会
議
室
等
を
借

り
な
が
ら
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
12
月
末

ま
で
に
計
18
回
開
催
し
、
延
べ
３
８
０
人

の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
る
る
に
は
、
軽
食
づ
く
り
や
音
楽
・
美

術
・
花
と
の
触
れ
合
い
、
そ
し
て
、
就
労

に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
た
ア
ロ
マ
体

験
講
座
の
助
手
役
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
、
そ
し
て
支
え
る
人
々

の
存
在
―
。
る
る
は
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
当
事
者
に
と
っ
て
、悩
み
を
共
有
し
、

自
ら
の
役
割
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
居
場
所
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
代
表
の
山
口
徳
江
さ
ん
は
「
継
続
し
て

参
加
す
る
当
事
者
も
多
く
、
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
て
い
き
た
い
」
と
、
地
域
の
居
場
所

の
必
要
性
や
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
活
動
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
等
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
交
流
拠
点
の
充
実
に
向
け
て

　―
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
青
林
檎

　
相
模
湖
畔
に
あ
る
『
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
青
林
檎
』（
以
下
、「
青
林
檎
」）
は
、

障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
作
る
ケ
ー
キ
な

ど
が
好
評
で
、
観
光
客
や
近
隣
住
民
で
い

つ
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
周
辺
地
域
は
高
齢
化
や
過
疎

化
が
進
み
、
孤
立
等
の
問
題
も
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
青
林
檎
で
は
、

従
来
の
喫
茶
事
業
等
に
加
え
、
地
域
交
流

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

取
り
組
み
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
小
山
創
さ
ん
は
「
障
害
の
あ
る

方
の
就
労
支
援
の
み
で
な
く
、
地
域
交
流

に
も
力
を
入
れ
、孤
立
を
防
ぎ
た
い
」
と
、

日
ご
ろ
か
ら
食
事
に
訪
れ
て
い
た
近
隣
の

高
齢
者
・
障
害
者
施
設
の
利
用
者
や
介
助

者
等
に
声
を
掛
け
て
交
流
学
習
会
を
開
催

し
た
り
、
自
治
会
等
と
連
携
し
た
支
え
合

い
活
動
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
機
に
、
そ
れ
ま

で
の
青
林
檎
の
来
店
者
同
士
、
来
店
者
と

ス
タ
ッ
フ
と
い
う
関
係
か
ら
、
町
中
で
も

声
を
掛
け
合
う
関
係
へ
と
変
化
の
兆
し
が

見
ら
れ
て
お
り
、
小
山
さ
ん
は
こ
の
流
れ

が
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
々
、

知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
受
け
止
め
、
関
係
者
と
つ
な
が

り
、
そ
の
解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一

部
で
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な
寄
附
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
各
地
の
支
え
合
い
の

活
動
が
継
続
し
、
ま
た
充
実
す
る
よ
う
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

サタデーサロンるるの活動の様子。この
日のテーマは、「音楽で遊んじゃおう！」
誰もが参加しやすい雰囲気づくりを心掛
けています

ともしび基金をはじめ、各種基金への
皆さまの温かい心に感謝申し上げます！

（12月寄附者の皆さま）
【一般寄附】妙深寺婦人会【交通遺児援護基金】▽神奈川県石油
業協同組合▽㈱小田原ジムキ（山田克己）【子ども福祉基金】
▽佐藤和成▽県社会福祉会館【ともしび基金】▽脇隆志▽山﨑
忍▽よねの湯▽いなり湯▽ニュー銭湯かまぶろ温泉▽中乃湯▽
第二常盤湯▽喜久の湯▽中山浴場▽中区浴場組合▽千代田湯▽
丸子温泉▽JA田奈▽JAセレサ川崎▽JA横浜▽JA神奈川県信
連▽JAかながわ西湘▽ともしびショップマリン▽ともしび
ショップさくら▽ともしびショップぽいんと・１▽ともしび
ショップファースト▽かながわ県民センターともしびショップ
グッズコーナー▽ともしびショップ保健福祉大学▽スリーエフ
日ノ出町駅前店▽（公財）神奈川芸術文化財団▽川崎愛泉保育園▽
（福）神奈川県社会福祉事業団箱根老人ホーム▽（福）神奈川県社会
福祉事業団横須賀老人ホーム▽（福）神奈川県総合リハビリテー
ション事業団▽（Ｎ）秦野市障害者事業推進センター▽相模原市
立上溝南小学校▽（学）岩崎学園横浜ｆカレッジ▽（学）岩崎学園情
報科学専門学校横浜西口校▽（学）岩崎学園情報セキュリティ大
学院大学▽（学）岩崎学園横浜医療情報専門学校▽（学）岩崎学園横
浜デジタルアーツ専門学校▽（学）岩崎学園横浜リハビリテー
ション専門学校▽（学）岩崎学園横浜保育福祉専門学校▽（学）山本
学園横須賀法律行政専門学校▽（Ｎ）光輝横浜スクール▽（福）湘南
福祉協会総合病院湘南病院▽（公財）積善会リバーイースト▽（福）聖
テレジア会鎌倉リハビリテーション聖テレジア病院▽神奈川県
教職員組合▽（公社）神奈川県看護協会▽（一社）神奈川健康生きがい
づくりアドバイザー協議会▽（公社）神奈川県薬剤師会▽（福）湘南ア
フタケア協会▽（一社）かながわ土地建物保全協会▽（公財）神奈川県
身体障害者連合会▽（公財）神奈川県老人クラブ連合会▽神奈川県
手をつなぐ育成会▽神奈川県知的障害施設団体連合会▽やまゆ
り知的障害児者生活サポート協会▽（公社）神奈川県社会福祉士会
▽神奈川県交通遺児家庭の会▽（Ｎ）神奈川県ホームヘルプ協会
▽（公財）神奈川県福利協会▽神奈川県医療福祉施設協同組合▽（一
社）神奈川県保育会▽神奈川県保育士会▽ゆりの会▽（Ｎ）フュー
ジョンコムかながわ・県肢体不自由児協会▽神奈川県心身障害
児者父母の会連盟▽神奈川県肢体不自由児者父母の会連合会▽
（一社）神奈川県高齢者福祉施設協議会▽（Ｎ）神奈川県障害者地域作
業所連絡協議会▽神奈川県警察本部▽神奈川県職員一同▽（福）
神奈川県共同募金会職員一同▽本会職員一同（計1,267,897円）
【寄附物品】▽（公社）あゆみの箱▽神奈川トヨタ自動車㈱▽神奈川
県定年問題研究会▽横浜市立中和田小学校PTA学年学級▽神
奈川県職員一同▽神奈川県警察本部（いずれも順不同、敬称略）
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福
祉
関
連
の
動
き
（
○
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
動
き
・
事
件
・
事
故

１
○
厚
労
省
の
介
護
支
援
専
門
員
に
関
す
る
検
討
会
の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
る
②

○
東
京
地
方
検
察
庁
が
罪
を
犯
し
た
高
齢
者
や
障
害
者
の
再
犯
防
止
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
士
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
②

◇
第
１
回
き
ら
っ
と
輝
く
製
品
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
④

◇
第
５
回
神
奈
川
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
街
づ
く
り
賞
受
賞
者
決
定

★
第
36
回
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
②

★
更
生
保
護
と
社
会
福
祉
の
連
携
に
関
す
る
懇
談
会
開
催
②

▽
平
成
49
年
ま
で
の
復
興
特
別
所
得
税
導
入

▽ 

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
続
投
で
ア
メ
リ
カ

大
統
領
に
就
任

２
○
厚
労
省
が
小
規
模
社
会
福
祉
施
設
へ
の
防
火
体
制
調
査
の
協
力
を
全
国
へ
通
知
③

〇
法
務
省
が
保
護
司
の
活
動
拠
点
と
な
る
「
更
生
保
護
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
全
国
90
カ
所
に
増
設
す
る
方
針
を
示
す

◇
川
崎
市
が
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
等
を
支
援
す
る
「
子
ど
も
の
心
理
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備
基
本
計
画
を
公
表

★
市
民
後
見
人
養
成
事
業
の
基
礎
研
修
を
平
塚
市
で
実
施
①

▽ 

北
朝
鮮
が
３
回
目
と
な
る
地
下
核
実
験
を
実
施

▽ 

遠
隔
操
作
ウ
イ
ル
ス
事
件
の
真
犯
人
と
さ
れ
る

男
性
が
逮
捕

３
○（
公
社
）日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
「
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
」
を
開
始
す
る
方
針
を
示
す
④

◇「
か
な
が
わ
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
遠
野
セ
ン
タ
ー
（
愛
称：か
な
が
わ
金
太
郎
ハ
ウ
ス
）」
が
閉
所
③

◇
横
浜
市
が
「
横
浜
市
子
ど
も
・
若
者
実
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
。「
ひ
き
こ
も
り
状
態
」
に
あ
る
15
〜
39
歳
の
若
者
は
推
計
８
千
人

◇
相
模
原
市
が
市
議
会
で
自
殺
対
策
基
本
条
例
案
を
可
決
④

★「
社
協
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
に
向
け
た
提
案
集
」
を
発
行
⑤

★
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
が
「
東
北
施
設
商
品
販
売
会
〜
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
を
開
催
④

★ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
自
立
の
難
し
さ
を
抱
え
て
い
る
わ
か
も
の
の
地
域
生
活
を
支
え
る
」
開
催
④

▽ 

10
種
類
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
相
互
利
用
が

開
始

▽ 

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
大
司
教
の
ホ
ル
ヘ
・
マ
リ

オ
・
ベ
ル
ゴ
リ
オ
枢
機
卿
が
２
６
６
代
ロ
ー
マ

教
皇
に

４
○「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
施
行
④

○「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
施
行
④

○「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
施
行
④

○
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
等
に
関
す
る
権
限
を
一
般
市
に
移
譲
④

○
障
害
者
雇
用
率
２
・
０
％
へ
の
引
き
上
げ
開
始
④

○
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
開
始
④

○
厚
労
省
が
「
貧
困
の
連
鎖
」
を
防
ぐ
た
め
、
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
に
学
習
支
援
策
を
強
化
す
る
方
針
を
示
す
⑤

◇
県
が「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
２
次
）」
の
策
定
を
発
表
。
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
が
目
的

▽
歌
舞
伎
座
が
新
装
開
場

▽ 「
改
正
公
職
選
挙
法
」
成
立
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
選
挙
運
動
が
解
禁

▽ 

政
府
は
育
児
休
業
を
３
歳
ま
で
延
長
。
５
年
後

に
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
方
針
を
発
表

５
○「
共
通
番
号
制
度
法
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）」
成
立

○
厚
労
省
が
「
介
護
事
業
経
営
調
査
委
員
会
」
を
開
催
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
内
部
留
保
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
る
⑥

○「
公
職
選
挙
法
」
改
正
を
受
け
、
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
が
回
復
⑧

◇
県
が「
県
立
障
害
福
祉
施
設
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
設
置
を
発
表

◇
横
浜
市
が
市
内
の
保
育
所
待
機
児
童
０
人
達
成
を
発
表

★
県
・
県
教
育
委
員
会
・
本
会
に
よ
る
「
高
校
生
介
護
職
場
体
験
促
進
事
業
」
ス
タ
ー
ト
⑥

▽ 

国
内
の
15
歳
以
下
の
人
口
が
32
年
連
続
で
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

▽ 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

▽
出
雲
大
社
で
「
本
殿
遷
座
祭
」
が
営
ま
れ
る

▽ 

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
、
80
歳

で
３
度
目
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
成
功

６
○
国
交
省
が
「
違
法
貸
し
ル
ー
ム
」
の
実
態
把
握
へ
⑦

○「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
。
精
神
障
害
者
の
雇
用
を
義
務
化
⑦

○「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
成
立
⑦

○
厚
労
省
が
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
に
よ
り
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
「
使
用
者
」
に
よ
る
障
害
者
へ
の
虐
待
の
状
況
を
初
め
て
公
表
⑧

◇
県
が
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
す
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
の
取
り
組
み
を
開
始

◇
県
の「
地
域
見
守
り
活
動
」
の
協
力
団
体
が
新
た
に
14
団
体
に
。
孤
立
死
な
ど
を
防
ぎ
、
行
政
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的

▽
世
界
文
化
遺
産
に
富
士
山
が
登
録

▽ 「
ハ
ー
グ
条
約
（
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事

上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
）
実
施
法
」
成
立

▽ 

平
成
24
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
・
41 

と
、

前
年
を
０
・
02
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

福 祉 の 動 き ○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き
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２ ０ １ ３ 年
７

○
総
務
省
が
「
平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査
結
果
」
を
公
表
。
非
正
規
労
働
者
数
が
２
０
４
２
万
人
を
超
え
る
⑧

〇 

法
務
省
が
６
月
の
「
改
正
更
生
保
護
法
」
成
立
を
受
け
「
社
会
貢
献
活
動
の
在
り
方
を
考
え
る
検
討
会
」
を
設
置

◇
南
足
柄
市
が
児
童
の
基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
「
金
太
郎
学
び
塾
」
事
業
を
開
始
③

★
第
12
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催
⑧

★
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
３
夏
開
催
⑥

★「
成
年
後
見
制
度
市
町
村
申
立
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
３
」
を
発
行

▽ 

参
院
選
、
自
民
党
圧
勝
で
「
ね
じ
れ
国
会
」
解

消
▽ 

国
内
の
高
齢
者
世
帯
が
過
去
最
多
、
世
帯
平
均

人
数
は
過
去
最
少

▽ 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
交
渉
に
日
本
が
正
式
参
加

８
○
生
活
保
護
費
の
食
費
や
光
熱
費
な
ど
に
あ
た
る
生
活
扶
助
費
を
引
き
下
げ
⑨

○
厚
労
省
が
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
最
終
報
告
書
を
公
表
⑨

○ 
被
災
者
ら
が
「
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の

生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
違
反
し
て
い
る
と
国
を
提
訴
⑨

◇
茅
ヶ
崎
市
が
平
成
29
年
４
月
を
目
標
に
保
健
所
自
主
運
営
の
方
針
を
発
表
⑨

★
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
総
合
生
活
相
談
支
援
「
か
な
が
わ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
開
始
⑨

★
県
内
の
入
所
施
設
等
を
対
象
と
し
た
「
看
取
り
ケ
ア
に
関
す
る
調
査
」
実
施
。
看
取
り
を
経
験
し
た
施
設
は
78
％
⑨

▽ 

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
年
次
審
査
報
告

書
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
見
通
し
を

「
著
し
く
改
善
」
と
評
価

▽ 

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら

約
３
０
０
㌧
の
放
射
能
汚
染
水
が
漏
れ
が
判
明

▽ 

高
知
県
四
万
十
市
で
国
内
最
高
気
温
41
度
を
記

録

９
○
厚
労
省
が
「
ひ
と
り
親
」
家
庭
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
方
向
性
を
打
ち
出
す
⑩

○ 

厚
労
省
が
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部
会
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
は
「
要
介
護
３
」
以
上
の
高
齢
者
に
限
定
し
、
福

祉
施
設
に
代
わ
る
住
居
と
し
て
空
き
家
を
利
用
す
る
方
針
を
発
表
⑩

○
厚
労
省
が
第
１
回
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
を
開
催
⑪

◇
県
が
自
殺
未
遂
者
が
再
び
自
殺
を
図
ら
な
い
よ
う
、
医
療
機
関
や
保
健
所
な
ど
の
連
携
を
強
め
る
方
針
を
示
す
⑩

★「
社
会
福
祉
制
度
・
施
策
に
関
す
る
提
言
」
を
県
・
厚
労
省
・
市
長
会
・
町
村
長
会
へ
提
出
⑩

▽ 

最
高
裁
判
所
、
婚
外
子
（
非
嫡
出
子
）
相
続
格

差
の
規
定
は
違
憲
と
の
判
決

▽ 

65
歳
以
上
高
齢
者
が
総
人
口
の
４
人
に
１
人
に

▽「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
施
行

▽ 

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
が
東
京
都
に
決
定

10
○
厚
労
省
は
保
育
士
確
保
の
た
め
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
を
強
化
⑪

◇
横
浜
弁
護
士
会
が
知
的
障
害
者
の
特
性
を
学
ん
だ
弁
護
士
の
名
簿
を
作
成
し
、
当
番
弁
護
士
・
国
選
弁
護
人
と
し
て
派
遣
を
開
始
⑩

◇
第
７
回
子
ど
も
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
開
催
⑩

★
第
62
回
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
⑪

★
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
３
開
催
⑨

★
理
事
長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー
「
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
生
活
困
難
者
支
援
〜
い
ま
で
き
る
こ
と
、
い
ま
や
る
べ
き
こ
と
」
開
催
⑫

▽ 

生
活
保
護
受
給
者
の
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
原

則
義
務
化

▽ 

伊
勢
神
宮
で
「
遷
御
の
儀
」
が
営
ま
れ
る

▽ 

台
風
26
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
伊
豆
大
島
で
大

規
模
な
土
石
流
が
発
生

▽ 

政
府
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
に
消
費
税
率
を

現
在
の
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
決
定

11
○
厚
労
省
が
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
に
基
づ
き
通
報
な
ど
の
件
数
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
⑫

◇
県
が
横
須
賀
市
の
県
営
住
宅
を
「
健
康
団
地
」
と
し
て
再
生
さ
せ
る
方
針
を
示
す
⑫

◇
県
が
保
健
福
祉
事
務
所
・
児
童
相
談
所
を
再
編
・
統
合
す
る
方
針
を
示
す
⑫

◇ 

県
が「
水
道
メ
ー
タ
ー
分
解
作
業
等
業
務
委
託
事
業
」
を
開
始
。
処
分
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
金
属
と
廃
棄
物
と
に
分
解
す
る
作
業
を
福

祉
事
業
所
に
委
託
し
、
就
労
機
会
を
増
や
す

★
第
９
回
地
域
福
祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
⑫

▽ 

プ
ロ
野
球
「
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
」
初
優
勝

▽
最
高
裁
が
２
０
１
２
年
衆
院
選
を
「
投
票
価
値

の
平
等
に
反
す
る
状
態
」
と
し
て
違
憲
判
決

▽ 

中
国
が
尖
閣
諸
島
を
含
む
防
空
識
別
圏
を
設
定

12
○「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法（
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）」
成
立

○「
改
正
生
活
保
護
法
」「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
成
立

〇
政
府
が
「
地
域
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
（
仮
称
）」
の
新
設
を
決
定
。
自
治
体
独
自
の
少
子
化
対
策
の
促
進
が
ね
ら
い

▽
天
皇
陛
下
、
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
る

▽「
特
定
秘
密
保
護
法
」
成
立

▽ 

南
ア
フ
リ
カ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大
統

領
死
去
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❖ 子どもたちの好奇心がはじける科学館
　子ども科学館の展示物では、光・音・力・電気・運
動などの身の周りの現象を体感。科学と聞くと難しい
イメージを抱きますが、各館の工夫を凝らした展示物
に触れれば、子どもたちは「どうしてこうなるの？」
と好奇心をかきたて、すぐに夢中になります。小さい
子でも楽しめて、思いきり遊べる３館と、どのような
展示物があるのかをご紹介しましょう。

❖ 伊勢原市立子ども科学館

　展示室は６コーナーに分か
れ、雷・空気・影などの実験
ができる展示物がいっぱい。
土・日曜祝日には工作や実験
教室が行われ、プラネタリウ
ムや天体観測室もあります。

❖ 神奈川工科大学厚木市子ども科学館
　展示ホールには手作りの展示物が数多く並び、親し
みやすい雰囲気。土・日曜には実験や工作教室、プラ
ネタリウムも楽しめます。

寒い季節は子ども科学館で
 全身を使って遊ぼう！
　１月から２月にかけては寒さが最も厳しくなる
頃。大人はできるだけ外出を控えたいものですが、
“子どもは風の子！”です。元気を持て余した子ど
もたちにおすすめしたいのは『子ども科学館』へ
のおでかけ。展示物には見るだけでなく、自分で動
かして科学のおもしろさを体感できるものがあ
り、親子で全身を使いながら遊ぶことによって寒
さが吹き飛んでいきます。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）ままとんきっず　がお伝えします!
　今年で子育て支援活動21年。お母さんたちが主体となって、
親子が集うサロン運営、グループ保育、各種講座の開催、
産後サポート、子育て支援センター運営などを展開。情報誌・
単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。『子
育てしながら輝いて生きる　─０～６歳　育児を楽しくする
ママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府「チャイルド・
ユースサポート章」を受賞。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３-５-43
　　　　　☎/FAX　044-945-8662
　　　　　URL　http://www.mamaton. jpn.org/

❖ はまぎん こども宇宙科学館

　地下２階から５階までの建物
は巨大な宇宙船をイメージ。（写
真左上）宇宙や科学の不思議を
学べる展示室があり、毎日開催
のスタッフによるミニ実験やプ
ラネタリウムも人気です。

　外はまだまだ冬空です。たっぷり遊んで汗をかいた
ら、風邪をひかないように注意しましょうね。

■はまぎん こども宇宙科学館（横浜市）
　 ☎045-832-1166　FAX045-832-1161/開館時間：午前9
時30分～午後5時/休館日：第1・3月曜日（祝日の場合は翌
日）、臨時休館あり/入館料金：大人400円、小・中学生200
円（毎週土曜日は小・中学生、高校生無料）

■伊勢原市立子ども科学館（伊勢原市）
　 ☎0463-92-3600　FAX0463-92-3601/開館時間：午前9
時～午後5時/休館日：月曜日（祝日、夏休み期間中は開館）、
第１水曜日/入館料金：大人300円、小・中学生100円

■神奈川工科大学厚木市子ども科学館（厚木市）
　 ☎046-221-4152　FAX046-224-9666/開館時間：午前9
時～午後5時、第3月曜日（祝日は第2月曜日）は正午開館/
休館日：無休/入館料金：無料

インフォメーション滑車によって小さな力でも
大きな物を持ち上げられる
展示物では、「よいしょー！」
と力が入ります

自転車を漕いで発電機を
動かし、扇風機を回す展
示物では、挑戦する誰も
が思わず熱中！

地球の約６分の１の月の重力を体
験できる展示物では、驚くほど高
くジャンプができます
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　平成19年発足。会員13人。南足柄市社協主
催の「おやじの料理教室」に参加した、60～
70代の男性メンバーが中心に活動するボラン
ティアグループ。地域イベントでの食の提供・
野菜づくりなどを行う。

〈連絡先〉☎0465-72-2299  FAX0465-74-3276
　　　　（南足柄市社協ボランティアセンター内）

　　 

◎�このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　平成16年に、私は定年退職を迎えました。ボランティ
ア活動を始めたきっかけは南足柄市社協主催の“おやじ
の料理教室”です。市の広報を見た妻に勧められたこと
で、私の新たな人生の扉が開かれました。
　参加初日のメニュ－は「おやじ・にぎり飯」「メタボ
撃退スペシャル豚汁」「骨太第一フル－ツヨ－グルト」。
平成19年には、おやじ倶楽部のボランティアとして、赤
のネッカチ－フを巻いたシェフスタイルで市主催の健康
フェスタに参加し、「スタミナがんこおやじカレ－」を
提供しました。おやじたちを叱咤（時々激励）し、指導
してくれる社協の女性職員のおかげで料理を振る舞うま
でに上達し、家族からとても喜んでもらっています。
　おやじ倶楽部の主な活動は、食の提供と「おやじ農園」
での野菜作りです。この農園に障害のある方や保護者を
お招きして収獲体験を行った時、畑の土の匂い・間近に
見る野菜の花の美しさとじゃがいもの根に付く小芋を見
て、かわいいと感激されていたのが私には印象的でした。
大収獲の場合には福祉関係団体にも寄附しています。　

　ただ、この農園の最大の試練はイノシシ被害。昨年は
さつまいもが全滅でショック。でもイノシシが餓えを凌
ぐことができたと思えば良かったのかな…と。
　また、食の提供として、高齢者支援事業で「おやじハ
ヤシライス」を振る舞ったときのこと。一人暮らしの方
の“みんなで食べるとおいしいね”という言葉に、テレビ
を見て独りポツンと食べる姿が想像され、この活動の大
切さを知りました。障害児一時預かり事業等での「おや
じカレ－」づくりでは、毎日頑張って生活する子どもたち
や、子どもと向き合い明るく笑顔を絶やさないお母さん
たちとの出会いがありました。イベント出店の際は、長
蛇の列に一致団結、エンジン全開！地域での新たな仲間
と一緒に過ごす時間は、とても新鮮で心地よいものです。
　ボランティア活動は大変なこともありますが、家族の
理解と協力、仲間に助けられてやる気も生まれます。も
し悩んでいる方がいられたら、私のように一歩を踏み出
すことを勧めます。社協はおやじを応援してくれるとこ
ろですから…（激励の叱咤あり）。

人生の振り返りと新たなスタ－ト

おやじ倶楽部
副会長　　菊地　敏彦福祉最前線

—現場レポート—



新
た
な
高
齢
者
層
の
急
増
と

暮
ら
し
の
多
様
化

　

２
０
０
５
年
か
ら
35
年
に
か
け
て
、本
県
の
高
齢

者
人
口
の
急
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
県
内

に
は
、住
ま
い
と
離
れ
た
地
域
で
就
業
し
て
い
る
人

が
多
く
、居
住
地
域
で
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
り
が

ち
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、こ
の
超
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、身

近
な
地
域
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
打
ち
出
し
、

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
の
一
つ
と
し

て
、地
域
支
援
事
業
の
再
編
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。そ

こ
で
は
要
介
護
認
定
で
の
「
要
支
援
者
」が
利
用
す

る
介
護
予
防
事
業
の
う
ち
、訪
問
介
護
・
通
所
介
護

に
つ
い
て
、全
国
一
律
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

市
町
村
の
実
施
す
る
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
誰
と
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
か
、暮
ら
し
の

選
択
肢
は
多
様
化
し
て
い
る
。暮
ら
し
ぶ
り
が
簡
単

に
は
周
囲
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
、あ
る
意
味
で〝
孤

立
し
た
暮
ら
し
〟を
選
択
す
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
ご

く
一
般
的
な
価
値
観
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
」と
成

田
さ
ん
。暮
ら
し
方
も
生
き
方
も
、一
概
に
は
パ
タ
ー

ン
化
で
き
な
い
時
代
に
高
齢
期
を
迎
え
る
人
た
ち

と
、地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
っ
て
い
く
か
、課
題
の
奥
深
さ
を
語
り
ま
す
。

 

事
例　

ま
だ
ま
だ
一
人
で
大
丈
夫
だ
か
ら

　

持
ち
家
で
40
年
間
ひ
と
り
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る

70
代
後
半
の
Ａ
さ
ん
。30
代
で
結
婚
・
離
婚
し
、子
ど

も
と
は
疎
遠
で
す
。離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
両
親
は

50
代
の
こ
ろ
に
他
界
し
ま
し
た
。

　

60
歳
で
定
年
退
職
を
迎
え
た
Ａ
さ
ん
。季
節
ご
と

に
洋
服
を
買
い
に
出
か
け
た
り
、海
外
旅
行
に
行
っ

た
り
、職
場
の
仲
間
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
囲
碁
教
室

で
、思
い
出
話
を
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

70
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、内
臓
に
病
気
が
見
つ
か
り
、

初
め
て
の
入
院
。退
院
後
、足
腰
に
痛
み
が
走
る
よ
う

に
な
る
と
、こ
れ
ま
で
は
都
内
に
出
か
け
て
い
た
買

い
物
も
近
所
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
り
、囲
碁
教
室

に
も
な
か
な
か
足
が
向
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

70
代
後
半
を
迎
え
る
と
、季
節
が
変
わ
る
時
期
に

民
生
委
員
児
童
委
員
の
Ｂ
さ
ん
が
訪
ね
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
お
身
体
の
調
子
は
ど
う
で
す
か
。

最
近
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
の
声

掛
け
に
「
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
。そ
れ
な
り
に
大
変
な

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、手
伝
っ
て
も
ら
う
ほ
ど
の
こ

と
で
は
な
い
よ
。一
人
で
大
丈
夫
だ
か
ら
。い
つ
も
あ

り
が
と
う
」と
Ａ
さ
ん
は
応
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
あ
る
日
、近
隣
住
民
か
ら
「
Ａ
さ
ん
宅
の

２
階
の
カ
ー
テ
ン
が
開
け
っ
放
し
で
夜
中
も
ず
っ
と

電
気
が
つ
い
て
い
る
」と
、Ｂ
さ
ん
に
電
話
が
あ
り
ま

老いと向き合う暮らしと「社会的孤立」
　戦後生まれのいわゆる「団塊の世代」が後期高齢者（75歳以上）となる2025年。全国に比べ
て高齢化率が低い本県においても、65歳以上の高齢者が４人に１人となり、超高齢社会を迎え
ることが予想されています。子育てや仕事がひと段落した後、70代80代を迎えるまでの時間を
どのように過ごし、人生を締めくくりたいか。「終活」「エンディングノート」など高齢期を迎
えるための学びや準備、近隣とのつながりにあらためて関心が向けられています。
　そこで今回は、（Ｎ）神奈川県介護支援専門員協会理事長の成田すみれさんにお話を伺い、老
いと向き合う暮らしと「社会的孤立」について考えていきます。

「社会的孤立」とは何か4　
連載

お話を伺った成田さん

（Ｎ）神奈川県介護支援専門員協会
　介護保険制度がスタートした2000
年に設立。「質の高いケアマネジメン
トの実現のため、保健・医療・福祉
のチームケアの推進等に関する事業
を行い、要介護者等の生活全般の支
援に寄与する」ことを目的に、研修・
調査研究・地域連携事業等を行う。
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し
た
。役
所
に
相
談
し
、警
察
と
一
緒
に
Ｂ
さ
ん
が
家

に
入
る
と
、そ
こ
に
は
リ
ビ
ン
グ
で
一
人
倒
れ
、亡
く

な
っ
て
い
る
Ａ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
「
閉
じ
て
い
く
」
暮
ら
し

　

Ａ
さ
ん
の
暮
ら
し
は
、成
田
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に

映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
老
い
て
い
く
こ
と
は
、少
し
ず
つ『
閉
じ
て
い
く
』

こ
と
に
似
て
い
ま
す
。退
職
後
に
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
る
と
、人
間
関
係
も
身
近
な
生
活
圏
へ
と

縮
小
し
て
い
く
も
の
で
す
。そ
し
て
事
例
の
Ａ
さ
ん

の
よ
う
に
、心
身
機
能
の
衰
え
が
重
な
る
こ
と
で
老

い
の
連
鎖
が
起
こ
り
始
め
ま
す
。

　

老
い
は
誰
も
が
直
面
す
る
こ
と
で
す
が
、そ
こ
に

は
『
で
き
な
く
な
る
』『
弱
っ
て
い
く
』自
分
自
身
に

直
面
す
る
苦
し
さ
や
悲
し
さ
が
あ
り
、心
身
の
変
化

を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
こ
と
の
ほ
か
難
し
い
も
の
で

す
。特
に
単
身
生
活
の
方
は
、生
活
の
中
で
刺
激
を
受

け
る
機
会
、人
と
の
交
流
の
機
会
が
少
な
く
な
り
、心

身
の
不
健
康
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、定
年
退
職
を

迎
え
た
以
降
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
ま
で

に
は
お
よ
そ
20
年
の
期
間
が
あ
り
ま
す
。老
い
と
向

き
合
う
時
間
は
と
て
も
長
い
も
の
で
す
。家
庭
機
能

や
地
域
機
能
の
低
下
、つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
は
言

う
も
の
の
、長
く
同
じ
地
域
に
生
活
し
て
い
れ
ば
、何

ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
は
ず
。こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
隣
近
所
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、そ
の

人
の
暮
ら
し
の
中
で
必
ず
誰
か
と
か
か
わ
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

　

地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
た
ち

に
き
っ
か
け
を
尋
ね
る
と
、周
り
か
ら
声
を
掛
け
ら

れ
、『
メ
ン
バ
ー
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、手
伝
い
な

ら
や
っ
て
も
い
い
』と
参
加
し
始
め
た
方
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。最
初
は
適
度
な
距
離
を
保
ち
つ

つ
、グ
ル
ー
プ
の
雰
囲
気
を
確
か
め
な
が
ら
輪
に
入

り
、徐
々
に
そ
の
場
に
馴
染
ん
で
い
く
こ
と
で
『
高

齢
者
』の
一
人
と
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。た
だ
、身

近
な
地
域
と
つ
な
が
り
た
く
な
い
と
考
え
て
い
る
人

や
、つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
上
手
く
つ
な

が
っ
て
い
か
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
制
度
施
策
の
屋
台
骨
と
し
て
介
護
保
険

制
度
の
持
つ
意
味
は
大
き
く
、生
活
支
援
の
重
要
な

基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、サ
ー
ビ
ス
体
系
に
合
わ

せ
て
支
援
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
て
も
、一
人
ひ
と
り

の
生
活
全
体
に
寄
り
添
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
福
祉
従
事
者
に
は
、仕
組
み
の
中
で
は
解

決
の
難
し
い
生
活
課
題
を
発
信
す
る
役
割
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。た
と
え
ば
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、比
較
的

重
度
の
方
々
の
生
活
に
触
れ
る
こ
と
で
、老
い
と
と

も
に
現
れ
る
変
化
を
見
極
め
る
目
を
養
っ
て
い
ま

す
。サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
た
ち
の
支
援
だ
け
で

な
く
、そ
の
周
辺
に
あ
る
生
活
課
題
を
抱
え
た
人
た

ち
の
存
在
に
気
づ
き
、身
近
な
地
域
の
課
題
と
し
て

整
理
し
、地
域
包
括
ケ
ア
会
議
等
を
活
用
し
て
伝
え

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

こ
の
ま
ち
で
老
い
て
い
く
た
め
に

　

身
近
な
地
域
を
離
れ
、働
く
場
に
生
活
の
中
心
を

置
き
、雇
用
の
仕
組
み
の
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
て
き
た
世
代
。高
度
経
済
成
長
期
に
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
育
ん
で
き
た
世
代

は
、超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
地
域
に
お
い
て
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
反
面
、そ
う
し
た
多
様

性
や
地
域
で
の
つ
な
が
り
の
弱
さ
が
あ
る
が
故
に
、

そ
の
存
在
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
傾
向
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

制
度
面
に
お
い
て
は
、介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

向
け
て
、地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
予
防
支
援
メ

ニ
ュ
ー
や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
住
民
団
体
等
の
多
様
な
活
動

主
体
の
参
画
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、担
い
手
の
確
保
や

利
用
料
負
担
な
ど
、市
町
村
格
差
へ
の
懸
念
も
挙

が
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
の
孤
立
は
従
前
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、本
人
か
ら
の
利
用
希
望
と
契
約
で
成
り
立

つ
仕
組
み
で
は
、必
要
な
支
援
に
つ
な
が
り
づ
ら
い

方
も
多
く
、地
域
の
自
主
的
な
つ
な
が
り
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
頼
る
ば
か
り
で
は
限
界
も
見
え
て
い
ま

す
。核
家
族
化
の
進
行
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に

よ
っ
て
、徐
々
に
老
い
て
い
く
・
閉
じ
て
い
く
暮
ら

し
を
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、働
く
世
代
は
、

一
人
の
高
齢
者
と
し
て
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

生
活
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

成
田
さ
ん
は
「
地
域
の
仕
組
み
づ
く
り
に
は
『
こ

の
ま
ち
で
老
い
て
い
く
』と
い
う
意
識
の
あ
る
住
民

の
参
加
が
欠
か
せ
な
い
。新
た
な
高
齢
者
層
は
、新
た

な
地
域
の
活
力
で
も
あ
る
。支
援
す
る
・
さ
れ
る
関

係
だ
け
で
な
く
、暮
ら
し
の
当
事
者
で
あ
る
地
域
住

民
、さ
ま
ざ
ま
な
老
い
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
き
た

福
祉
関
係
者
が
か
か
わ
り
合
い
、地
域
の
中
で
循
環

す
る
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
」と
投
げ
掛
け
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
） 

「社会的孤立」とは何か 4　
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平
成
25
年
10
月
13
日
、

第
16
回
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
を
県

内
５
カ
所
（
慶
應
義
塾
大

学
他
）の
会
場
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
受
験
者
数
は
７
４
５
１
人
、合
格
者
は

１
３
３
５
人
、合
格
率
は
17
・
９
％
で
昨

年
度
よ
り
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
、

過
去
最
低
と
な
っ
た
平
成
23
年
度
の
合
格

率（
17
・
87
％
）に
並
ぶ
、厳
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。近
年
は
受
験
者
・
合
格
者

と
も
福
祉
分
野
の
方
が
８
割
以
上
と
多

く
、そ
の
中
で
も
介
護
福
祉
士
が
７
割
以

上
を
占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
男
女
比
は
３
：７
で
試
験
開
始
当
初
か

ら
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
合
格
者
の
平
均
年
齢
は
42
・８
歳
と
な

り
ま
し
た
が
、70
歳
代
の
方
が
い
る
一
方

で
、平
成
生
ま
れ
の
介
護
支
援
専
門
員
も

誕
生
す
る
な
ど
、幅
広
い
年
齢
層
の
受
験

者
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
合
格
者
に
対
す
る
実
務
研
修
は
、２
月

上
旬
か
ら
、本
会
並
び
に
横
浜
市
社
協
で

実
施
し
ま
す
。

（
福
祉
人
材
研
修
・
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

第
16
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

合
格
状
況
　

県社協の
ひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

食品部門で最優秀賞を受賞した
「セルプきたかせ」の利用者代表

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

　平成25年12月18日、はまぎんホール（横浜市西区）にて、「第２回きらっと輝く製
品コンテスト表彰式」が開催されました（実施：神奈川セルプセンター、後援：本
会他）。昨年の本紙11月号でもご紹介した通り、今回は54製品が応募した中、食品・
非食品の部門別に、最優秀賞・優秀賞・努力賞・特別賞として計29事業所が表彰を
受けました。審査結果の講評では、審査委員長より「一目で昨年より全体的にレベ
ルアップしていることが分かり、正直驚いた」とのコメントが寄せられ、障害者就
労継続支援・生活介護等事業所の皆さんの技術の確かさや、製品に取り組む意識の
高さが評価されました。冷たい雨にもかかわらず、300席を埋め尽くす利用者や関
係者が集まり、優秀な成績をおさめた事業所に惜しみない拍手が送られました。

（社会福祉施設・団体担当）

「第２回きらっと輝く製品コンテスト」受賞製品が決定しました！
県下の障害福祉事業所（就労継続B型事業所等）で制作されている自主製品コンテスト

表彰結果など、
詳しくはホームページ
（http://www.kyodo-juchu.com）
に掲載中です

平成25年度介護支援専門員実務研修受講試験
職種（資格）別合格状況

※「助産師」「視能訓練士」「義肢装具士」「きゅう師」の合格者なし

職　　種 合格者数（人）
（　）内は昨年度

比率（％）
（　）内は昨年度

介護福祉士 948 （1,125） 71.0 （69.6）
社会福祉士 108 （125） 8.1 （7.8）
看護師 60 （75） 4.5 （4.6）
介護等業務従事者 40 （62） 3.0 （3.8）
相談援助業務従事者 39 （44） 2.9 （2.7）
理学療法士 32 （39） 2.4 （2.4）
作業療法士 21 （24） 1.6 （1.5）
薬剤師 15 （14） 1.2 （0.9）
准看護師 8 （5） 0.6 （0.3）
歯科衛生士 8 （12） 0.6 （0.7）
あん摩マッサージ指圧師 8 （9） 0.6 （0.6）
はり師 8 （9） 0.6 （0.6）
保健師 7 （12） 0.5 （0.7）
言語聴覚士 7 （4） 0.5 （0.2）
栄養士（管理栄養士含む） 7 （28） 0.5 （1.7）
精神保健福祉士 6 （9） 0.4 （0.6）
柔道整復師 5 （12） 0.4 （0.7）
医師 4 （2） 0.3 （0.1）
歯科医師 4 （5） 0.3 （0.3）
助産師 0 （3） 0 （0.2）

計 1,335 （1,618） 100.0 100.0
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

本会主催 かながわ福祉人材
センター事業のご案内

「福祉のしごとフェア2013」
◇�日時＝①１月25日（土）、②２月15

日（土）両日とも午後０時30分～４
時（正午受付開始）
◇�会場＝県社会福祉会館１・２・４階
◇�内容＝①福祉の職場就職支援ガイ

ダンス、福祉施設等就職相談会、
②福祉施設等就職相談会
◇�対象＝福祉の仕事に関心のある方、

福祉分野に就労を希望される方
　�※�①福祉の職場就職支援ガイダン

スのみ定員があります
　※事前申込不要、履歴書不要
「土曜日特別プログラム」
◇�日時＝毎週土曜日（休館日・年末

年始を除く）午前９時～11時30分、
午後１時～５時
◇�会場＝かながわ県民センター13階

かながわ福祉人材センター
◇�内容＝①就活専門相談（履歴書の

書き方、採用面接の受け方やマ
ナー、福祉の仕事について等）、
②就職活動対策ＤＶＤ上映、③メ
ンタルコミットロボット「パロ」の
体験コーナー
◇�対象＝福祉の仕事に関心のある

方、福祉分野に就労を希望される方
◇�問合先＝かながわ福祉人材センター
　☎045-312-4816�FAX045-313-4590
　E-mail�jinzai@knsyk.jp

本会主催 「災害発生初期対応施
設職員ノウハウ研修」のご案内
◇テーマ＝支援体制の受け入れ、社
　会福祉法人としての地域との接点
◇�日時＝２月17日（月）午前９時～午

後4時30分、２月18日（火）午前10

◇定員＝200名（事前申込・先着順）
◇�申込方法＝所定の申込書をファク

ス、またはホームページ上の専用
フォームから申込み
◇申込締切＝１月31日（金）
◇�問合先＝神奈川県総合リハビリテー

ションセンター地域支援センター
　☎046-249-2602�FAX046-249-2601
　�URL http://www.chiiki-shien-

hp.kanagawa-rehab.or.jp/

（公社）神奈川県社会福祉士会
「実践発表大会」のご案内
◇テーマ＝いま、私たちにできること
◇�日時＝２月22日（土）午前10時～午

後５時
◇�会場＝ウィリング横浜５階　501

～503号室（横浜市港南区）
◇�対象＝関心のある方
◇定員＝100名（事前申込・先着順）
◇�申込方法＝所定の申込用紙をファ

クス、またはホームページ上の専
用フォームから申込み
◇申込締切＝２月12日（水）
◇�問合先＝（公社）神奈川県社会福祉

士会
　☎045-317-2045�FAX045-317-2046
　URL�http://www.kacsw.or.jp

寄附金品ありがとうございました
※３面参照

時～午後４時30分（２日連続）
◇�会場＝県社会福祉会館２階　講堂
◇�対象＝県内の社会福祉施設等の職

員で、災害時にリーダー的な役割
を担うことが期待される方

　※�本会からの事前アンケート、事
後調査に協力できる方

◇定員＝50名（事前申込・先着順）
◇�申込方法＝所定の申込書をファクス
◇申込締切＝２月７日（金）
◇問合先＝社会福祉施設・団体担当
　☎045-311-1424�FAX045-313-0737
　E-mail�sisetu@knsyk.jp

本会主催 「ボランティア活動
実践交流会」のご案内

◇�テーマ＝孤立しない、させないた
めの支えあいをつくる
◇�日時＝２月21日(金)午後１時～４

時30分
◇会場＝県社会福祉会館２階　講堂
◇�対象＝ボランティア、地区社協・

自治会、NPO、当事者団体、自
助グループ、市町村社協等
◇定員＝120名（事前申込・先着順）
◇申込方法＝所定の申込書をファクス
◇申込締切＝２月14日(金)
◇問合先＝地域福祉推進担当
　☎045-312-4815�FAX045-312-6307
　E-mail�tiiki@knsyk.jp

「第10回かながわ地域リハ
フォーラム」のご案内
◇�テーマ＝地域包括ケアにリハビリ

テーションを！
◇�日時＝２月８日（土）午後１時～４

時30分（午後０時30分受付開始）
◇�会場＝かながわ労働プラザ３階　

ホール（横浜市中区）
◇�対象＝関心のある方

県
内
児
童
養
護
施
設
等
へ
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
き
、
神
奈
川
ト

ヨ
タ
自
動
車
㈱
金
子
勝
治
部
長
（
左
）

へ
感
謝
状
を
贈
呈
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

　今回、「ともしび大賞」を受賞した渡辺亮斗さんは、
美術部に所属しています。やわらかで繊細なタッチと美
しい文字に、優しい人柄が表れている作品です。動物
と対照的に無機質なロボットを主人公にすることで、周
りから見た目で差別を受けていることの寂しさを表現し
ました。「みんなが心を開いていくことでつながりがで
きる。つながりを大切にして、すべての人が平等で助け
合える社会になってほしい」と、はにかんだ笑顔の瞳に
は輝く未来が見えました。 （地域福祉推進担当）

東海大学付属相模高等学校
２年　渡辺 亮斗さん

医療・福祉界の健全発展に資することが私たちの使命です。
医療・福祉業界の皆様が抱える様々な問題の解決に向けて、
経営コンサルティング・税務会計・会計監査などの専門サービスを
総合的に提供できる体制を整備しております。

福祉施設の皆様が地域のニーズに応え、時代や政策に適切に対応できる
ようご支援します。ご気軽にご相談下さい。

東京都中央区銀座 8-11-11 TK 銀座 8丁目ビル
TEL（03）3572-3051　E-mail：info@kawahara-group.co.jp
URL：http://www.kawahara-group.co.jp/

◆福祉経営・医業経営コンサルティング
◆福祉施設・医療機関への人事コンサルティング
◆福祉施設・医療機関に特化した税務会計・代行　
◆福祉施設の第三者評価事業　など

川原経営グループ
（株）川原経営総合センター／税理士法人川原経営

ISO9001 認証登録
（税理士法人川原経営）

No.2700-ISO 9001

④
ロボットが初めて森に来てから長
い年月がたったある日のことで
す。彼は自分のことより他の動物
たちを助けてばかりいたので、と
うとう故障して動けなくなってし
まいました。しかし動物たちは遠
くから見ているだけで助けようと
はしませんでした。姿の違うロ
ボットが怖かったからです。

⑥ 「今まで助けられなくてごめん。」
「私たちずっとあなたに助けられ
てばかりだったのに。」
動物たちは何度も何度もあやまり
ました。でもロボットには皆が心
をひらいてくれたように思えてそ
れが嬉しくて嬉しくてひとこと
「助けてくれてありがとう。」
とそれだけ言って皆にかこまれな
がら幸せそうに眠りました。

『ひとりぼっちの ロボット』
第27回ともしび絵本コンテスト「ともしび大賞」受賞作品

⑤ 「僕たちはずっと前から彼に助け
られてきたじゃないか。
今度は僕たちが助ける番だよ！」

林の中から突然たてがみの立派な
ライオンがさけびました。そのラ
イオンはロボットが初めて助けた
あの子どものライオンでした。そ
の言葉を聞いたとき動物たちは今
までロボットにしてもらったこと
を思い出すと助けようとしなかっ
たことが恥ずかしくなりいても
たってもいられなくなりました。

③ それから力の強いロボットは倒れ
てきた木にはさまってしまった年
寄りのフクロウや高い木にのぼっ
て降りられなかった猫、

他にもケガをしたキツネ、病気の
リスなどたくさんの動物たちを何
年もの間助けていました。
しかし、動物たちはロボットと仲
良くしようとはしませんでした。

①
遠い遠いとても遠い街から一人の
ロボットがやってきました。
そのロボットには心があり人を助
ける優しさをもっていました。

その日、ロボットは森で他の動物
におそわれてケガをしていた子ど
ものライオンを助けました。

②

ライオンは初めて見るロボットの
姿におどろきましたが、彼の優し
さをみて恐怖はなくなりました。

「助けてくれてありがとう。」
「どういたしまして。」



●❶

★ 県内社会福祉施設・団体の情報、福祉
の仕事・就職に関する情報、資格取得
に向けた研修のご案内など、神奈川県
の福祉に関する情報が満載です！
★平成24年度アクセス件数　637,174件

（月平均53,098件）

●❸

●❷

ポイント❶
知りたいこと・探している情報から
検索できます

ポイント❷
事業ごとに、調査報告書や関
係資料、研修会等のご案内等
を掲載しています

http://www.knsyk.jp
神奈川県社協 検 索

福祉タイムズ 1月号 №746（平成26年１月15日発行）付録
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ポイント❸
本会にお問い合わせをいただ
いている内容をまとめています

神奈川県社協
　ホームページのご案内



http://www.knsyk.jp
神奈川県社協 検 索

【本会ホームページについての問合先】
社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
総務企画部 企画調整・情報提供担当
 ☎  　045-311-1423
FAX　045-312-6302

神奈川県内の福祉拠点の基本情報や、
本会のおすすめする図書情報を掲載！

お困りのこと、ご相談ください
福祉の仕事や、福祉従事者の
研修情報がもりだくさん！

さまざまなかたちでの地域福祉活動への
参加についてご案内しています

•社会福祉施設・団体の検索
•県内市町村社協の検索
•福祉に関する図書あっせん　ほか

• 社会福祉法人経営・福祉施設運営
相談

• 総合生活相談支援「かながわライ
フサポート事業」

★ボランティア相談
★福祉の仕事相談
★福祉サービス第三者評価受審相談
•高齢者・障害者の権利擁護相談
•成年後見制度相談
• 福祉サービスの利用に関する苦情
相談

福祉サービスの第三者評価結果も
簡単に検索して閲覧できます ★は、特に人気のあるページです！

★ 福祉の仕事・就職に向けたご案
内やイベント情報

★福祉従事者向けの研修
★介護支援専門員の試験・研修
★介護職員初任者研修
•介護福祉士修学資金貸付制度

ほか

★ボランティア募集情報（ボランティア保険）
•セルフヘルプ・グループのご案内
★セミナー・イベント情報
•助成金情報
•ご寄附・ご寄贈のご案内　ほか

福祉の職場の研修計画・実践マニュアル／神奈川県における市民後見人養成のあり方につ
いて（第一次報告）／ 市町村社協活動現況報告書／地域主体の権利擁護ネットワーク形成
に向けて／社協によるコミュニティワーク実践に向けた提案集　など

※「本会発行資料」のページでは、調査報告書や事例集等をご紹介しています

本会で発行している資料の情報や、
貸し会議室のご案内などをお伝えします
•会員・賛助会員募集
•ご寄附のお願い
★社会福祉会館（貸し会議室のご案内）
•反町月極駐車場のご案内
•機関紙「福祉タイムズ」
★本会発行資料（※）
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